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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　触知可能なパターンを含むセキュリティ要素を作製する方法であって、
　ｉ）インクジェット、オフセット、スクリーン印刷、フレキソ印刷及びロトグラビアか
らなる群から選択される方法により、基材に放射線硬化性ベースコート組成物を塗布する
ステップ、
　ｉｉ）前記放射線硬化性ベースコート組成物を少なくとも部分的に又は全体的に放射線
硬化させて、放射線硬化ベースコートを得るステップ、
　ｉｉｉ）スクリーン印刷、フレキソ印刷及びロトグラビアからなる群から選択される方
法により、ステップｉｉ）で得られた放射線硬化ベースコートに、放射線硬化性トップコ
ート組成物を証印の形態に塗布するステップ、
　ｉｖ）前記放射線硬化性トップコート組成物を放射線硬化させて、放射線硬化トップコ
ートを形成するステップ、を含み、
　前記放射線硬化性ベースコート組成物及び／又は前記放射線硬化性トップコート組成物
が、コレステリック液晶顔料、ルミネッセンス化合物、赤外線吸収化合物、帯磁性化合物
及びこれらの混合物からなる群から独立して選択される１種又は複数種の機械読み取り可
能な機能物質を含み、
　放射線硬化ベースコートが、放射線硬化トップコートの表面エネルギーよりも、少なく
とも１５ｍＮ／ｍ低い表面エネルギーを有する、方法。
【請求項２】
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　前記放射線硬化性ベースコート組成物及び前記放射線硬化性トップコート組成物が、Ｕ
Ｖ－Ｖｉｓ硬化性組成物である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記基材が、紙含有材料、プラスチック又はポリマー基材、複合材料、金属、金属化材
料、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記放射線硬化性ベースコート組成物及び前記放射線硬化性トップコート組成物の少な
くとも１つが、１種又は複数種の機械読み取り可能な機能物質を含み、他方の組成物が、
真珠光沢顔料、薄膜干渉顔料、帯磁性又は着磁性薄膜干渉顔料、干渉層がコートされた粒
子、ホログラフィック顔料、サーモクロミック顔料、フォトクロミック顔料、メタメリッ
ク材料、及びこれらの混合物からなる群から選択される１種又は複数種の顕在性セキュリ
ティ機能物質を含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記放射線硬化性ベースコート組成物及び前記放射線硬化性トップコート組成物が、独
立して、
　ａ）エポキシ（メタ）アクリレート、（メタ）アクリル化油、ポリエステル（メタ）ア
クリレート、脂肪族又は芳香族ウレタン（メタ）アクリレート、シリコーン（メタ）アク
リレート、アミノ（メタ）アクリレート、アクリル（メタ）アクリレート、脂環式エポキ
シド、ビニルエーテル及びこれらの混合物からなる群から選択されるバインダー化合物、
　ｂ）単量体アクリレートからなる群から選択される任意選択の第２のバインダー化合物
、
　ｃ）１種又は複数種の光開始剤、
　ｄ）場合により任意選択の、１種若しくは複数種の機械読み取り可能な機能物質及び／
又は１種若しくは複数種のセキュリティ機能物質、
　ｅ）充填剤、消泡剤、光増感剤、光安定剤、乳化剤及びこれらの混合物からなる群から
選択される任意選択の１種又は複数種の添加剤、を含む、
請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記放射線硬化性トップコート組成物が、コレステリック液晶顔料からなる群から選択
される１種又は複数種の機械読み取り可能な機能物質を含み、前記放射線硬化性ベースコ
ート組成物が、真珠光沢顔料、薄膜干渉顔料、帯磁性又は着磁性薄膜干渉顔料、及びこれ
らの混合物からなる群から選択される１種又は複数種の顕在性セキュリティ機能物質を含
む、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記放射線硬化性トップコート組成物が、コレステリック液晶顔料からなる群から選択
される１種又は複数種の機械読み取り可能な機能物質を含み、前記放射線硬化性ベースコ
ート組成物が、コレステリック液晶顔料からなる群から選択される１種又は複数種の機械
読み取り可能な機能物質を含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記放射線硬化性トップコート組成物及び前記放射線硬化性ベースコート組成物に含ま
れるコレステリック液晶顔料が、円偏光の点で異なる、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記放射線硬化性トップコート組成物が、ルミネッセンス化合物からなる群から選択さ
れる１種又は複数種の機械読み取り可能な機能物質を含み、放射線硬化性ベースコート組
成物が、真珠光沢顔料、薄膜干渉顔料、帯磁性又は着磁性薄膜干渉顔料、及びこれらの混
合物からなる群から選択される１種又は複数種の顕在性セキュリティ機能物質を含む、請
求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記放射線硬化性トップコート組成物が、ルミネッセンス化合物からなる群から選択さ
れる１種又は複数種の機械読み取り可能な機能物質を含み、前記放射線硬化性ベースコー
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ト組成物が、コレステリック液晶顔料からなる群から選択される１種又は複数種の機械読
み取り可能な機能物質を含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記放射線硬化性ベースコート組成物及び前記放射線硬化性トップコート組成物が、メ
タメリックインクである、請求項１～１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記放射線硬化性ベースコート組成物が、放射線硬化性ベースコート組成物の総重量に
基づく重量パーセントで好ましくは約１～約２５重量％の量の、１種又は複数種の表面添
加剤を含む、請求項１～１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記触知可能なパターンは、山部から谷部までの距離が少なくとも２０μｍである、請
求項１～１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　基材並びに放射線硬化ベースコート及び放射線硬化トップコートで作られた触知可能な
パターンを含み、前記放射線硬化トップコートが、証印の形態であり且つ前記放射線硬化
ベースコートを少なくとも部分的に覆っており、前記放射線硬化ベースコート及び／又は
前記放射線硬化トップコートが、コレステリック液晶顔料、ルミネッセンス化合物、赤外
線吸収化合物、帯磁性化合物及びこれらの混合物からなる群から独立して選択される少な
くとも１種の機械読み取り可能な機能物質を含む、セキュリティ要素であって、
　前記ベースコートが、前記トップコートの表面エネルギーよりも少なくとも１５ｍＮ／
ｍ低い表面エネルギーを有し、前記ベースコート及び前記トップコートは、放射線硬化性
組成物から作製されている、セキュリティ要素。
【請求項１５】
　前記放射線硬化ベースコート及び前記放射線硬化トップコートが、放射線硬化性ベース
コート組成物及び放射線硬化性トップコート組成物からそれぞれ作製されており、
　前記放射線硬化性ベースコート組成物及び／又は前記放射線硬化性トップコート組成物
が、コレステリック液晶顔料、ルミネッセンス化合物、赤外線吸収化合物、帯磁性化合物
及びこれらの混合物からなる群から独立して選択される１種又は複数種の機械読み取り可
能な機能物質を含む、請求項１４に記載のセキュリティ要素。
【請求項１６】
　前記触知可能なパターンは、山部から谷部までの距離が少なくとも２０μｍである、請
求項１４又は１５に記載のセキュリティ要素。
【請求項１７】
　偽造又は不正行為に対するセキュリティ文書の保護のための、請求項１４～１６のいず
れか一項に規定したセキュリティ要素の使用。
【請求項１８】
　請求項１４～１６のいずれか一項に記載のセキュリティ要素を有する、セキュリティ文
書。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
［発明の分野］
　[001]本発明は、偽造及び違法複製に対する有価文書及び有価商品の保護の分野に関す
る。詳細には、本発明は、セキュリティ文書において触知可能な機能とセキュリティ機能
との組み合わせを付与する方法、及びかかる方法から得られるセキュリティ文書の分野に
関する。
【０００２】
［発明の背景］
　[002]カラーコピー及びカラー印刷の品質が絶え間なく向上するのに伴い、複製できる
作用を持たない、銀行券、有価文書又はカード、輸送機関チケット又はカード、税金票、
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及び製品ラベル等のセキュリティ文書を、偽造、改ざん又は違法複製に対して保護する試
みにおいて、これらの文書に様々なセキュリティ手段を組み込むことが従来の習慣となっ
てきた。セキュリティ手段の典型例としては、セキュリティスレッド、ウィンドウ、ファ
イバー、プランシェット、箔、デカール、ホログラム、すかし、光学的可変顔料、帯磁性
又は着磁性薄膜干渉顔料、干渉コート粒子、サーモクロミック顔料、フォトクロミック顔
料、発光性、赤外線吸収性、紫外線吸収性又は帯磁性化合物を含むセキュリティインクが
挙げられる。これらのセキュリティ機能に加えて、セキュリティ文書は、触知により検出
することができる又は感じ取ることができる表面プロファイルパターンをしばしば保有し
ている。触知可能な機能は、コピー機によって模倣できないという点に加えて、視覚障が
い者が識別及び同定機能として用いることができるというさらなる利点を有している。
【０００３】
　[003]触知可能なパターン及び機能は、凹版印刷、インクジェット印刷及びスクリーン
印刷を含めた種々の技術を用いて製造されてきた。
【０００４】
　[004]凹版印刷は、セキュリティ文書、特に銀行券の分野で用いられており、周知の認
識可能なレリーフ機能、特に明白な感触を、印刷文書に与えることができる。例えば欧州
特許出願公開第１５２５９９３号及び米国特許第７３５７０７７号において、凹版印刷は
、視覚障がい者のための触知可能な機能を印刷するために用いられている。米国特許第７
６１８０６６号は、印刷面及び印刷面で包囲された少なくとも１つの印刷部分面を有し、
両方の面は凹版印刷で印刷されており、例えば厚さを変化させたインク層により、輝度の
点において目に見えるコントラストがつけられた、印刷されたキャリアを開示している。
コントラスト効果に加えて、両方の面は、触れた感覚で、すなわち触知的に識別可能と述
べられている。これらの表面を含む開示されているデータキャリアは、同じインクで印刷
されるが、異なる厚さに印刷されている。
【０００５】
　[005]米国特許出願公開第２００５／０１１５４２５号は、凹版印刷によって印刷され
、触知可能な機能を呈するデータキャリアを開示している。ロトグラビア（当分野におい
ては写真凹版印刷とも言われる）によって印刷されたイメージは、インクの粘度が不足し
ていること及び印刷プロセス中の接触圧力が低いことにより、レリーフ形成が妨げられ、
触知性がないということを、同文献はさらに開示している。
【０００６】
　[006]インクジェット印刷は、触知可能な機能を印刷するのに用いられてきた。米国特
許第６６４４７６３号及び米国特許出願公開第２００９／０１５５４８３号は、光硬化性
接着剤又はインクを基材に塗布することにより隆起効果を作り出すインクジェット印刷方
法を開示している。欧州特許出願公開第１６７６７１５号は、インクジェット印刷プロセ
スにより塗布された触知可能な機能を有するデータキャリアを開示しており、この触知可
能な機能は、目視検査及び／又は自動検査を可能とするために、染料又は顔料を含有して
もよい。国際公開第２０１０／１４９４７６号は、第１の色調Ｔ１を有する第１の領域及
びＴ１と異なる第２の色調Ｔ２を有する少なくとも１つの第２の領域からなるデータを含
むセキュリティ要素を開示しており、このセキュリティ要素においては、両領域が、特に
インクジェット印刷プロセスによって、透明の又は半透明の材料で異なるように覆われて
、隆起した触知可能な要素を形成している。
【０００７】
　[007]国際公開第２０１０／０７１９９３号は、２５℃にて２０００～２５０００ｃＰ
の範囲の粘度を有するＵＶ硬化性付着材料を、基材上にスクリーン印刷又はインクジェッ
ト印刷により塗布することによって、触知可能なパターンを前記基材上に作製する方法を
開示している。前記材料を有するセキュリティ文書のセキュリティレベルを向上させるた
めにタガント（追跡用添加物）をさらに含んでもよい開示されているＵＶ硬化性付着材料
は、低粘度アクリレート構成成分、接着促進酸性アクリレート、及びフュームドシリカ又
は沈降ゲルシリカ等のレオロジー的吸着性添加剤の存在のために、高い接着性を呈すると
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述べられている。国際公開第２０１０／０７１９５６号及び国際公開第２０１０／０７１
９９２号は、ＵＶ硬化性インク付着物をスクリーン印刷し前記インクを硬化させるステッ
プ、及び凹版カレンダリング又は凹版印刷して基材のインク付着物とは反対側に凸状部を
形成するステップを含む、触知可能なマークを基材上に印刷する方法を開示している。
【０００８】
　[008]或いはまた、基材自体を改造することによって触知可能な効果を付与する方法も
開発されてきた。欧州特許出願公開第０６８７７７１号は、ニップを用いることにより製
作の間に紙に付与された触知可能な複雑な表面プロファイルパターンを有するセキュリテ
ィ紙を開示している。蛍光インクが、触知可能なパターンを保有する紙に塗布されてもよ
い。しかしながら、あるプロセスから他のプロセスへと触知可能なパターンを変更する自
由度が限られており、また、触知可能な機能上での蛍光インクの配置及び／又は位置決め
が要求され、これは手間がかかり時間を消費する場合がある。
【０００９】
　[009]或いはまた、いくつかのシステムは、触知可能な効果を付与する又は作り出すた
めの粒子の使用を含む。独国特許出願公開第１０２００６０１２３２９号明細書は、触知
可能な効果を製造するための、熱及び赤外線膨張微小球及び赤外線吸収材を含むフレキソ
及びオフセット印刷用インクを開示している。米国特許出願公開第２０１０／０００２３
０３号は、干渉効果を有する少なくとも１つの領域と、同領域内に位置する少なくとも１
つの触知可能な認識要素とを含む、セキュリティデバイスを開示している。触知認識要素
は、干渉効果を有する領域に部分的に組み込まれた粒子を含む。結果的に、セキュリティ
手段としての触知可能な効果は、干渉効果を有する領域から突き出ている粒子から生じる
。米国特許公開第２０１０／０２１９６２６号は、真珠光沢顔料を含む真珠光沢のセキュ
リティマークを含み、前記マークが、ポリウレタン（ＰＵ）、特にＰＵ微小球、若しくは
ＰＵの水系分散液（ラテックス）の状態にあるＰＵによって、又は真珠光沢顔料によって
構成されている触知可能な効果要素を含んでもよい、セキュリティシートを開示している
。米国特許公開第２０１１／００４９８６５号は、固有の触知可能な性質を有するセキュ
リティ機能を含み、前記セキュリティ機能が、層から少なくとも１０μｍ（ミクロン）突
出している粒子を層１ｍｍ２当たり少なくとも３つの量で有する印刷層を含む、セキュリ
ティ文書を開示している。セキュリティ機能の固有の触知可能な性質に起因して、スクリ
ーン、リソグラフィ、凸版、フレキソ、グラビア及び／又は凹版印刷を含めた任意の技術
が用いられてもよいことが開示されている。開示されているこのセキュリティ機能は、人
及び機械の両方が読み取り可能な機能を備えることができる。
【００１０】
　[010]しかしながら、触知可能な効果を作り出す粒子の使用を含むシステムは、例えば
、印刷された文書の色の濃さの低下、並びに乏しい引っかき及び擦れ耐性のため、使用及
び時間に伴って触知可能な機能が失われる結果となるといった欠点を有する場合がある。
【００１１】
　[011]国際公開第２０１１／００１２００号は、触知可能な不連続コーティングを有す
る消費者向け商品用パッケージを開示している。この触知可能な不連続コーティングは、
例えば、グラビア、オフセット、フレキソ、リソグラフィ又はスクリーン印刷によって、
１種又は複数種のワニス又は色ワニスをパッケージの外表面に塗布することによって形成
される。
【００１２】
　[012]以上に説明したように、いくつかの解決法が、セキュリティ文書上に触知可能な
パターンを製造するために開発されてきた。しかしながら、これらの解決法は、既に述べ
た欠点を有していることがある。したがって、偽造及び違法複製への耐性を大いに高め且
つ容易で経済的な製作プロセスを維持しながら、触知可能で機械検出又は機械読み取り可
能なセキュリティ機能が結びついたセキュリティ文書を作製する方法が、依然として求め
られている。
【００１３】
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　[013]驚くべきことに、放射線硬化性ベースコート組成物から作製された放射線硬化ベ
ースコートと、放射線硬化性トップコート組成物から作製された、触知により読み取り可
能な証印の形態の放射線硬化トップコートとを組み合わせたセキュリティ機能が、放射線
硬化ベースコート及び／又は放射線硬化トップコート及び／又は両方に含まれた機械読み
取り可能な機能物質の存在により、強力に向上した偽造証明性を有利に呈することが見出
された。触知により読み取り可能であることにより、セキュリティ機能上の証印は、触知
可能な認識要素を持つ（１つ又は複数の）領域に人々の注意を引き付け、そうして、セキ
ュリティ機能又は前記セキュリティ機能を有するセキュリティ文書の真正性を、機械、装
置、検出器又は他の外部補助を用いることによって確かめること、及び放射線硬化トップ
コート中、放射線硬化ベースコート中又は両方の中に埋め込まれた機械読み取り可能な機
能物質をチェックすることを人々に促す。セキュリティ機能又は前記セキュリティ機能を
有するセキュリティ文書の、触知性のみ又は触知性と機械読み取り可能な特性との組み合
わせは、視覚障がい者が、前記セキュリティ機能又は前記セキュリティ文書の真正性を確
かめるためにも、有利に用いられ得る。
【００１４】
　[014]第１の態様において、本発明は、セキュリティ機能を製作する方法及びかかる方
法から得られるセキュリティ機能を提供するものであり、前記方法は触知可能なパターン
を含み、前記方法は、
　ｉ）インクジェット、オフセット、スクリーン印刷、フレキソ印刷及びロトグラビアか
らなる群から選択される方法により、基材に放射線硬化性ベースコート組成物を塗布する
ステップ、
　ｉｉ）前記放射線硬化性ベースコート組成物を少なくとも部分的に又は全体的に放射線
硬化させて、放射線硬化ベースコートを得るステップ、
　ｉｉｉ）スクリーン印刷、フレキソ印刷及びロトグラビアからなる群から選択される方
法により、ステップｉｉ）で得られた放射線硬化ベースコートに、放射線硬化性トップコ
ート組成物を証印の形態に塗布するステップ、
　ｉｖ）前記放射線硬化性トップコート組成物を放射線硬化させて、放射線硬化トップコ
ートを形成するステップ、を含み、
　放射線硬化性ベースコート組成物及び／又は放射線硬化性トップコート組成物が、コレ
ステリック液晶顔料、ルミネッセンス化合物、赤外線吸収化合物、帯磁性化合物及びこれ
らの混合物からなる群から独立して選択される１種又は複数種の機械読み取り可能な機能
物質を含み、
　放射線硬化ベースコートが、放射線硬化トップコートの表面エネルギーより少なくとも
１５ｍＮ／ｍ低い表面エネルギーを有する。
【００１５】
　[015]第２の態様において、本発明は、基材並びに放射線硬化ベースコート及び放射線
硬化トップコートで作られた触知可能なパターンを含み、前記放射線硬化トップコートが
、証印の形態であり且つ前記放射線硬化ベースコートを少なくとも部分的に覆っており、
前記放射線硬化ベースコート及び／又は前記放射線硬化トップコートが、少なくとも１種
の機械読み取り可能な機能物質を含む、セキュリティ機能において、前記ベースコートが
、トップコートの表面エネルギーより少なくとも１５ｍＮ／ｍ低い表面エネルギーを有し
、前記ベースコート及び前記トップコートは、放射線硬化性組成物から作製されることを
特徴とする、セキュリティ機能を提供する。
【００１６】
　[016]第３の態様において、本発明は、偽造又は不正行為に対するセキュリティ文書の
保護のための、上記したセキュリティ機能の使用を提供する。
【００１７】
　[017]第４の態様において、本発明は、上記したセキュリティ機能を有するセキュリテ
ィ文書を提供する。
【詳細な説明】
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【００１８】
　[018]以下の定義は、本明細書において論じられ、特許請求の範囲に記載される用語の
意味を解釈するために用いられるものである。
【００１９】
　[019]本明細書において用いられる場合、冠詞「ａ」は、１のみならず、１を超えるこ
とも表し、かかる冠詞が参照する名詞が単数であることを必ずしも限定するものではない
。
【００２０】
　[020]本明細書において用いられる場合、用語「約」は、議論されている量又は値が、
示されている値であってもよく又はほぼ同じであるが若干異なる値であってもよいことを
意味する。この表現は、表されている値の±５％の範囲内にある類似の値が、本発明と均
等の結果又は効果をもたらすことを知らせることを意図している。
【００２１】
　[021]本明細書において用いられる場合、及び／又はという用語は、言及した群の要素
のうちの全て又は１つのみのいずれかで存在してもよいことを意味する。例えば、「Ａ及
び／又はＢ」は、「Ａのみ、Ｂのみ、又は、Ａ及びＢ」を意味する。
【００２２】
　[022]本明細書において用いられる場合、用語「証印」は、限定されるものではないが
、記号、英数字記号、モチーフ、文字、語句、数字、ロゴ及び図面を含めたパターン等の
不連続層を意味する。
【００２３】
　[023]本明細書において用いられる場合、「機械読み取り可能な機能物質」は、肉眼に
よっては認識できない少なくとも１つの識別特性を呈し、インク又は組成物中に混和され
又は含められて、前記インク／組成物又は前記インク／組成物を含む物品をその認証のた
めの特定の装置の使用により認証する方法を与えることができる物質を指す。
【００２４】
　[024]本明細書において用いられる場合、用語「セキュリティ機能物質」は、インク又
は組成物に混和され又は含められて、セキュリティ文書上に、その真正性を決定し偽造又
は違法複製に対してセキュリティ文書を保護するためのセキュリティ機能を与えることが
できる物質を指す。
【００２５】
　[025]用語「組成物」は、固体基材上にコーティングを形成することができ、限定され
るものではないが好ましくは印刷法によって塗布することができる、任意の組成物を指す
。
【００２６】
　[026]触知により読み取り可能な特徴を、１種又は複数種の機械読み取り可能な準顕在
性又は顕在性機能物質と有利に組み合わせた触知により読み取り可能な証印を含む、セキ
ュリティ機能を製作する方法、及びかかる方法から得られたセキュリティ文書について、
本明細書において説明する。本発明の方法から得られたセキュリティ機能は、基材、放射
線硬化ベースコート及び放射線硬化トップコートを含み、放射線硬化ベースコートが基材
に面しており、放射線硬化トップコートが放射線硬化ベースコート及び周囲環境に面して
いる。セキュリティ機能及び前記セキュリティ機能を有するセキュリティ文書は、触知に
より認識可能な機能と機械読み取り可能なセキュリティ機能との組み合わせにより、強力
に向上した偽造証明性を呈する。しかも、触知可能なパターンの存在により得られるセキ
ュリティ機能の触知可能な効果は、人々の注意を引き付け、又は触知により認識される要
素を持つ（１つ又は複数の）領域へと導き、そうして、セキュリティ機能又は前記セキュ
リティ機能を有するセキュリティ文書の真正性を、機械を用いることによって確かめるこ
と、及び放射線硬化トップコート中、放射線硬化ベースコート中又は両方の中に埋め込ま
れた機械読み取り可能な機能物質をチェックすることを人々に促す。
【００２７】
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　[027]用語「セキュリティ文書」は、少なくとも１つのセキュリティ機能によって、偽
造又は不正行為に対して通常保護されている文書を指す。セキュリティ文書の例としては
、限定されるものではないが、有価文書及び有価商品が挙げられる。有価文書の典型例と
しては、限定されるものではないが、銀行券、権利証書、チケット、小切手、バウチャー
、収入印紙及び税金ラベル、契約書及びそれに類するもの、身分証明文書、例えば、パス
ポート、ＩＤカード、ビザ、銀行カード、クレジットカード、トランザクションカード、
入構証、入場券等が挙げられる。用語「有価商品」は、特に、医薬品、化粧品、電子機器
又は食品産業のための包装材料で、包装の中身が例えば正真正銘の薬剤であることを保証
するための１つ又は複数のセキュリティ機能を含み得る包装材料を指す。これらの包装材
料の例としては、限定されるものではないが、ブランド認証ラベル、タンパーエビデンス
ラベル及び封緘等のラベルが挙げられる。
【００２８】
　[028]セキュリティ文書は、異なるセキュリティ要素のいくつかの層によって通常保護
されており、それらの要素は、異なる技術分野から選択され、異なる供給業者によって製
作され、セキュリティ文書の異なる構成部分に埋め込まれる。セキュリティ文書の保護を
破るには、偽造者は、含まれている材料の全てを入手すること、及び求められる加工技術
の全てを利用することが必要とされ、これは、ほとんど達成することができない作業であ
る。
【００２９】
　[029]用語「触知可能なパターン」は、特有の質感を文書に与える表面機能を指す。特
有の質感は、触れた感覚によって感じる又は認識することができる、表面上のレリーフ構
造からなる。
【００３０】
　[030]触知可能なパターンの感じ取ることができる様相を高める目的で、触知可能なパ
ターンは、少なくとも２０μｍ（ミクロン）、好ましくは少なくとも３０μｍ（ミクロン
）、より好ましくは約２０～約５０μｍ（ミクロン）、より一層好ましくは約２０～約４
０μｍ（ミクロン）のレリーフ高さを好ましくは有し、「レリーフ高さ」は、印刷されて
いない基材、表面又はエリアに対して垂直方向の、触知可能なパターンの広がりを指す。
換言すると、触知可能なパターンは、山部から谷部までの距離が、好ましくは少なくとも
２０μｍ、より好ましくは少なくとも３０μｍ（ミクロン）、より好ましくは約２０～約
５０μｍ（ミクロン）、より一層好ましくは約２０～約４０μｍ（ミクロン）である。本
明細書において用いられる場合、用語「山部」は、触知可能なパターンが適用されている
表面から最も高い、触知可能なパターンの凸状部を意味する。本明細書において用いられ
る場合、用語「谷部」は、触知可能なパターンが適用されている表面から最も低い、触知
可能なパターンの凸状部を意味する。
【００３１】
　[031]本明細書に記載のセキュリティ機能及び前記セキュリティ機能を有するセキュリ
ティ文書は、触覚による手段又は触れた感覚（以下、まとめて触知による効果という）に
よって認識することができ且つ本明細書に記載の放射線硬化ベースコートと放射線硬化ト
ップコートとの特定の組み合わせにより作り出される、触知可能なパターンを含む。
【００３２】
　[032]触知可能なパターンを最適化し、それによって、触知による認識要素を持つ（１
つ又は複数の）領域に人々の注意を引き付け、セキュリティ文書の真正性を、機械、装置
、検出器又は他の外部補助を用いることによって確かめること、及び放射線硬化トップコ
ート中、放射線硬化ベースコート中又は両方の中に埋め込まれた機械読み取り可能な機能
物質をチェックすることを人々に促す目的で、放射線硬化ベースコートは、放射線硬化ト
ップコートの表面エネルギーより、少なくとも１５ｍＮ／ｍ、好ましくは少なくとも２０
ｍＮ／ｍ、より好ましくは約１５～約３５ｍＮ／ｍ低い表面エネルギーを有する。放射線
硬化ベースコートは、表面エネルギーが約２０～約３５ｍＮ／ｍであり、放射線硬化トッ
プコートは、表面エネルギーが約４０～約６０ｍＮ／ｍであり、但し、放射線硬化ベース
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コートは、放射線硬化ベースコートの表面エネルギーよりも、少なくとも１５ｍＮ／ｍ、
好ましくは少なくとも２０ｍＮ／ｍ、より好ましくは約１５～約３５ｍＮ／ｍ低い表面エ
ネルギーを有する。表面エネルギーは、オーウェン－ウェンツ－ラベル－カエルベ（ＯＷ
ＲＫ）法（Ｏｗｅｎｓ　Ｄ．Ｋ．及びＷｅｎｄｔ　Ｒ．Ｃ．、１９６９年、Ｊ．Ａｐｐｌ
．Ｐｏｌｙｍ．Ｓｃｉ．、１３巻、１７４１頁）に従い、液滴法並びに試験液として脱イ
オン水、ジヨードメタン及びエチレングリコールを用いて、静止角を測定することによっ
て２２℃にて求められる。表面エネルギーは、試験液として脱イオン水、ジヨードメタン
及びエチレングリコールを用いることによる接触角の測定を通じて求められる。表面エネ
ルギーは、オーウェン－ウェンツ－ラベル－カエルベ（ＯＷＲＫ）理論を用いることによ
って計算される。典型的には、表面エネルギーは、接触角測定システム、例えばＫｒｕｓ
ｓにより販売されているものを用いることによって求めることができる。
【００３３】
　[033]本発明における使用に適した基材としては、限定されるものではないが、紙又は
他の繊維材料、例えばセルロース、紙含有材料、ブラスチック又はポリマー基材、複合材
料、金属又は金属化材料、及びこれらの組み合わせが挙げられる。プラスチック又はポリ
マー基材の典型例は、ポリプロピレン（ＰＰ）、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリカーボネー
ト（ＰＣ）、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）及びポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）であ
る。複合材料の典型例としては、限定されるものではないが、紙と少なくとも１つのプラ
スチック又はポリマー材料との複層構造又は積層体が挙げられる。セキュリティ機能及び
セキュリティ文書の偽造及び違法複製セキュリティレベル及び耐性をさらに高める目的で
、基材は、すかし、セキュリティスレッド、ファイバー、プランシェット、ルミネッセン
ス化合物、ウィンドウ、箔、デカール、コーティング及びこれらの組み合わせを含有して
もよい。例えば、基材の材料、表面の凹凸又は表面の不均一性に起因して、基材と放射線
硬化ベースコートとの間の接着が不十分である場合には、当業者に公知のように、基材と
放射線硬化ベースコートとの間に追加層又はプライマーを塗布してもよい。或いはまた、
本明細書に記載のセキュリティ機能の基材は、例えば、セキュリティスレッド、セキュリ
ティストライプ、箔、デカール、ウィンドウ又はラベル等、分離ステップにおいてセキュ
リティ文書へ最終的に転写され得る補助基材であってもよい。
【００３４】
　[034]本明細書に記載の放射線硬化ベースコートは、帯、任意のパターン又は証印等の
連続又は不連続の層であってもよい。本明細書に記載の放射線硬化ベースコートは、放射
線硬化性ベースコート組成物から作製される。本明細書に記載の放射線硬化性トップコー
ト組成物は、本明細書に記載されるようにスクリーン印刷、フレキソ印刷及びロトグラビ
アからなる群から選択される方法により、放射線硬化した放射線硬化ベースコートに証印
の形態に塗布される。本明細書に記載の放射線硬化トップコートは、少なくとも部分的に
又は全体的に、放射線硬化ベースコートを覆う又は放射線硬化ベースコートに重なること
が好ましい。用語「部分的に覆う」又は「部分的に重なる」は、２つの組成物又は層が、
部分的に重なり合う位置で互いの上面に塗布され、重なり合う（１つ又は複数の）位置で
緊密に接触していることを意味する。用語「全体的に覆う」又は「全体的に重なる」は、
２つの層が、完全に重なり合う位置で互いの上面に塗布され、緊密に接触していることを
意味する。
【００３５】
　[035]本明細書に記載の放射線硬化トップコートは、本明細書に記載の放射線硬化性ト
ップコート組成物から証印の形態に作製され、証印は、例えば、限定されるものではない
が、記号、英数字記号、モチーフ、文字、語句、数字、ロゴ及び図面を含めた、パターン
等の不連続層である。実際には、トップコートは、証印、すなわち不連続層からなり、そ
こでは、触知可能な効果を有する（１つ又は複数の）領域が、触知可能な効果を有しない
（１つ又は複数の）領域と隣接しており、セキュリティ機能の触知可能なパターン、すな
わち触知により読み取り可能な証印の特徴の認識を高めることにつながる。
【００３６】
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　[036]本明細書に記載の放射線硬化性ベースコート組成物及び放射線硬化性トップコー
ト組成物は、ＵＶ－可視光照射により硬化し得る（以下、ＵＶ－Ｖｉｓ硬化性という）又
は電子線照射により硬化し得る（以下、ＥＢという）組成物を指す。記載される放射線硬
化性ベースコート組成物及び放射線硬化性トップコート組成物は、ＵＶ－可視光照射によ
り硬化することが好ましい（以下、ＵＶ－Ｖｉｓ硬化性という）。放射線硬化は、有利な
ことに、非常に速やかな硬化プロセスにつながり、それ故、セキュリティ機能及び前記セ
キュリティ機能を有するセキュリティ文書の作成時間を大幅に削減する。当業者に公知の
ようにして、放射線硬化性ベースコート組成物は、少なくとも部分的に又は全体的に放射
線硬化され、本明細書に記載の放射線硬化性トップコート組成物は放射線硬化されて、本
明細書に記載の放射線硬化ベースコート及び放射線硬化トップコートを形成する。用語「
硬化」又は「硬化性」は、塗布された組成物が、塗布された表面からもはや除去されない
ように乾燥若しくは固化、反応又は重合することを含むプロセスを指す。
【００３７】
　[037]放射線硬化性組成物は、当分野で公知であり、シリーズ「Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ＆
Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ｏｆ　ＵＶ＆ＥＢ　Ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎ　ｆｏｒ　Ｃｏａｔ
ｉｎｇｓ，Ｉｎｋｓ＆Ｐａｉｎｔｓ」、全７巻発行、１９９７～１９９８年、Ｊｏｈｎ　
Ｗｉｌｅｙ＆Ｓｏｎｓ、ＳＩＴＡ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　Ｌｉｍｉｔｅｄ共同出版等の
標準的教本に見出すことができる。本明細書に記載の放射線硬化性ベースコート組成物及
び放射線硬化性トップコート組成物は、ＵＶ－Ｖｉｓ硬化性組成物（以下、ＵＶ－Ｖｉｓ
硬化性ベースコート組成物及びＵＶ－Ｖｉｓ硬化性トップコート組成物という）であるこ
とが好ましい。
【００３８】
　[038]本明細書に記載のＵＶ－Ｖｉｓ硬化性ベースコート組成物及びＵＶ－Ｖｉｓ硬化
性トップコート組成物は、独立して、ａ）放射線硬化性化合物、カチオン硬化性化合物及
びこれらの混合物からなる群から好ましくは選択されるオリゴマー（当分野ではプレポリ
マーともいう）を含むバインダー化合物を含むことが好ましい。カチオン硬化性化合物は
、次々に（１種又は複数種の）バインダー化合物の重合を引き起こすカチオン種、例えば
酸を放出する、１種又は複数種の光開始剤エネルギーによる活性化からなるカチオン機構
により硬化する。ラジカル硬化性化合物は、次々に（１種又は複数種の）バインダー化合
物の重合を引き起こすフリーラジカルを放出する１種又は複数種の光開始剤のエネルギー
による活性化からなるフリーラジカル機構により硬化する。
【００３９】
　[039]バインダー化合物ａ）は、オリゴマー状の（メタ）アクリレート、ビニル及びプ
ロペニルエーテル、エポキシド、オキセタン、テトラヒドロフラン、ラクトン並びにこれ
らの混合物からなる群から選択されるオリゴマーからなり、より好ましくは、バインダー
化合物は、エポキシ（メタ）アクリレート、（メタ）アクリル化油、ポリエステル（メタ
）アクリレート、脂肪族又は芳香族ウレタン（メタ）アクリレート、シリコーン（メタ）
アクリレート、アミノ（メタ）アクリレート、アクリル（メタ）アクリレート、脂環式エ
ポキシド、ビニルエーテル及びこれらの混合物、ｂ）モノマー状アクリレート、例えば、
トリメチロールプロパントリアクリレート（ＴＭＰＴＡ）、ペンタエリスリトールトリア
クリレート（ＰＴＡ）、トリプロピレングリコールジアクリレート（ＴＰＧＤＡ）、ジプ
ロピレングリコールジアクリレート（ＤＰＧＤＡ）、ヘキサンジオールジアクリレート（
ＨＤＤＡ）、並びにそれらのポリエトキシル化物、例えば、ポリエトキシル化トリメチロ
ールプロパントリアクリレート、ポリエトキシル化ペンタエリスリトールトリアクリレー
ト、ポリエトキシル化トリプロピレングリコールジアクリレート、ポリエトキシル化ジプ
ロピレングリコールジアクリレート及びポリエトキシル化ヘキサンジオールジアクリレー
トからなる群から選択される任意選択の第２のバインダー化合物、並びにｃ）１種又は複
数種の光開始剤からなる群から選択されることが好ましい。用語「（メタ）アクリレート
」は、メタアクリレート及び／又はアクリレートを指す。ＵＶ－Ｖｉｓ硬化性組成物が、
脂環式エポキシドからなる群から選択されるバインダー化合物を含む場合、ＵＶ－Ｖｉｓ
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硬化速度を改善するために、１種又は複数種の反応性希釈剤、好ましくはトリメチロール
プロパンオキセタン（ＴＭＰＯ）が、（１つ又は複数の）前記組成物にさらに含まれても
よい。
【００４０】
　[040]モノマー、オリゴマー又はプレポリマーのＵＶ－Ｖｉｓ硬化は、１種又は複数種
の光開始剤の存在を必要とする場合があり、いくつかの方法で成し遂げられ得る。当業者
に公知のように、１種又は複数種の光開始剤は、それらの吸収スペクトルにより選択され
、放射線源の放射スペクトルに適合するように選択される。上述したように、ＵＶ－Ｖｉ
ｓ硬化は、フリーラジカル機構、カチオン機構又はこれらの組み合わせによりなされても
よい。例えば、エポキシド、オキセタン、テトラヒドロフラン、ラクトン、ビニル及びプ
ロペニルエーテル並びにこれらの混合物からなる群から選択されるバインダー化合物は、
カチオン機構により典型的にＵＶ－Ｖｉｓ硬化される。ＵＶ－Ｖｉｓ硬化性組成物に含ま
れる（１種又は複数種の）バインダー化合物によって、異なる光開始剤が使用されること
になる。カチオン光開始剤の適した例は、当業者に公知であり、限定されるものではない
が、オニウム塩、例えば、有機ヨードニウム塩（例えばジアリールヨードニウム塩）、オ
キソニウム（例えばトリアリールオキソニウム塩）及びスルホニウム塩（例えばトリアリ
ールスルホニウム塩）が挙げられる。フリーラジカル光開始剤の適した例は、当業者に公
知であり、限定されるものではないが、アセトフェノン、ベンゾフェノン、アルファ－ア
ミノケトン、アルファ－ヒドロキシケトン、ホスフィンオキシド及びホスフィンオキシド
誘導体、並びにベンジルジメチルケタールが挙げられる。有用な光開始剤の他の例は、「
Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ＆Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ｏｆ　ＵＶ＆ＥＢ　Ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏ
ｎ　ｆｏｒ　Ｃｏａｔｉｎｇｓ，Ｉｎｋｓ＆Ｐａｉｎｔｓ」第３巻、「Ｐｈｏｔｏｉｎｉ
ｔｉａｔｏｒｓ　ｆｏｒ　Ｆｒｅｅ　Ｒａｄｉｃａｌ　Ｃａｔｉｏｎｉｃ　ａｎｄ　Ａｎ
ｉｏｎｉｃ　Ｐｏｌｙｍｅｒｉｚａｔｉｏｎ」第２版、Ｊ．Ｖ．Ｃｒｉｖｅｌｌｏ及びＫ
．Ｄｉｅｔｌｉｋｅｒ、Ｇ．Ｂｒａｄｌｅｙ編、１９９８年発行、Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ
＆Ｓｏｎｓ及びＳＩＴＡ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　Ｌｉｍｉｔｅｄ共同出版等の標準的教
本に見出すことができる。効率的な硬化を達成するために、１種又は複数種の光開始剤と
組み合わせて増感剤を含むことが有利であることもある。適した光増感剤の典型例として
は、限定されるものではないが、イソプロピル－チオキサントン（ＩＴＸ）、１－クロロ
－２－プロポキシ－チオキサントン（ＣＰＴＸ）、２－クロロ－チオキサントン（ＣＴＸ
）及び２，４－ジエチル－チオキサントン（ＤＥＴＸ）並びにこれらの混合物が挙げられ
る。放射線硬化性ベースコート組成物及び放射線硬化性トップコート組成物中に含まれる
バインダー化合物は、独立して、各場合において放射線硬化性ベースコート組成物又は放
射線硬化性トップコート組成物の総重量に基づく重量％で、好ましくは約１０～約９０重
量％、より好ましくは約２０～約８５の量で存在する。
【００４１】
　[041]本明細書に記載の放射線硬化性ベースコート組成物及び放射線硬化性トップコー
ト組成物中に含まれる１種又は複数種の光開始剤は、独立して、各場合において放射線硬
化性ベースコート組成物又は放射線硬化性トップコート組成物の総重量に基づく重量％で
、好ましくは約０．１～約２０重量％、より好ましくは約１～約１５重量％の量で存在す
る。
【００４２】
　[042]本明細書に記載の放射線硬化性ベースコート組成物及び本明細書に記載の放射線
硬化性トップコート組成物は、限定されるものではないが、組成物の物理的及び化学的パ
ラメータを調整するために用いられる化合物及び材料を含めた１種又は複数種の添加剤を
さらに含んでもよく、例えば、粘度（例えば溶剤及び界面活性剤）、コンシステンシー（
例えば、沈降防止剤、充填剤及び可塑剤）、発泡性（例えば発泡防止剤）、潤滑性（ワッ
クス）、ＵＶ安定性（光増感剤及び光安定剤）並びに接着性等である。本明細書に記載の
添加剤は、放射線硬化性ベースコート組成物及び放射線硬化性トップコート組成物中に、
当分野で公知の量で、且つ粒子の少なくとも１つの寸法が１～１０００ｎｍの範囲にある
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いわゆるナノ材料の形態を含めた当分野で公知の形態で、存在してもよい。
【００４３】
　[043]良好な品質及び耐性のある触知可能なパターンを提供する目的で、放射線硬化性
ベースコート組成物は、１種又は複数種の表面添加剤をさらに含んでもよい。１種又は複
数種の表面添加剤は、重合性化合物として、ポリマー状添加剤として、又はそれらの組み
合わせで、組成物中に存在してもよい。１種又は複数種の表面添加剤は、ジメチルシロキ
サンのポリマー及びコポリマー、ジメチルシロキサンのコポリマー、ジメチルシロキサン
変性ポリエーテル、ジメチルシロキサン変性ポリエステルを含めたジメチルシロキサン含
有化合物；シリコーン変性（メタ）アクリレートのポリマー及びコポリマー；シリコーン
グリコールコポリマー；（メタ）アクリルオキシアルキルアルコキシシラン、（メタ）ア
クリルオキシアルキルアルコキシアルキルシラン、ビニルトリメトキシシラン、ビニルト
リエトキシシラン、ビニルトリイソプロポキシシラン、アリールトリエトキシシラン、ビ
ニルメチルジメトキシシラン、ビニルメチルジエトキシシラン及びビニルトリス（２－メ
トキシエトキシ）シランを含めたエポキシシラン；エポキシ官能化シラン化合物（例えば
、［ガンマ］－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン、［ガンマ］－グリシドキシプ
ロピルトリエトキシシラン、［ベータ］－グリシドキシエチルトリメトキシシラン、［ガ
ンマ］－（３，４－エポキシ－シクロヘキシル）プロピル）並びにこれらのポリマー及び
コポリマー；ポリテトラフルオロエチレン、ポリフッ化ビニル、ポリフッ化ビニリデンを
含めたフッ化エチレンのポリマー及びコポリマー；フッ化エチレン／プロピレンコポリマ
ー及びエチレン／テトラフルオロエチレンコポリマー；フッ化（メタ）アクリレートのポ
リマー及びコポリマー（フッ化（メタ）アクリレートの例としては、２，２，２－トリフ
ルオロエチル－［アルファ］－フルオロアクリレート（ＴＦＥＦＡ）、２，２，２－トリ
フルオロエチル－メタクリレート（ＴＦＥＭＡ）、２，２，３，３－テトラフルオロプロ
ピル－［アルファ］－フルオロアクリレート（ＴＦＰＦＡ）、２，２，３，３－テトラフ
ルオロプロピル－メタクリレート（ＴＦＰＭＡ）、２，２，３，３，３－ペンタフルオロ
プロピル－［アルファ］－フルオロアクリレート（ＰＦＰＦＡ）、２，２，３，３，３－
ペンタフルオロプロピル－メタクリレート（ＰＦＰＭＡ）、１Ｈ，１Ｈ－ペンタフルオロ
－ｎ－オクチルアクリレート、１Ｈ，１Ｈ－パーフルオロ－ｎ－デシルアクリレート、１
Ｈ，１Ｈ－パーフルオロ－ｎ－オクチルメタクリレート、１Ｈ，１Ｈ－パーフルオロ－ｎ
－デシルメタクリレート、１Ｈ，１Ｈ，６Ｈ，６Ｈ－パーフルオロ－１，６－ヘキサンジ
オールジアクリレート、１Ｈ，１Ｈ，６Ｈ，６Ｈ－パーフルオロ－１，６－ヘキサンジオ
ールジメタクリレート、２－（Ｎ－ブチルパーフルオロオクタンスルホンアミド）エチル
アクリレート、２－（Ｎ－エチルパーフルオロオクタンスルホンアミド）エチルアクリレ
ート、２－（Ｎ－エチルパーフルオロオクタンスルホンアミド）エチルメタクリレート並
びにＣ８Ｆ１７ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２－ＯＯＣ－ＣＨ＝ＣＨ２及びＣ８Ｆ１７ＣＨ

２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２－ＯＯＣ－Ｃ（ＣＨ３）＝ＣＨ２）；並びにパーフルオロ（アル
キルビニルエーテル）からなる群から好ましくは選択される。存在する場合、１種又は複
数種の表面添加剤は、放射線硬化性ベースコート組成物の総重量に基づく重量％で、好ま
しくは約１～約２５重量％、より好ましくは約２～約１５重量％の範囲で存在する。
【００４４】
　[044]本明細書に記載の放射線硬化性ベースコート組成物及び／又は放射線硬化性トッ
プコート組成物は、コレステリック液晶顔料、ルミネッセンス化合物、赤外線吸収化合物
、帯磁性化合物及びこれらの混合物からなる群から独立して選択される１種又は複数種の
機械読み取り可能な機能物質を含む。用語「機械読み取り可能な機能物質」は、機械、装
置、検出器、又は例えば円偏光フィルター（機械読み取り可能な機能物質としてのコレス
テリック液晶顔料の場合）及びＵＶランプ（ルミネッセンス化合物の場合）等の他の外部
補助を用いたときに目に見えるようになる情報を持つセキュリティ物質を指す。セキュリ
ティ機能又は前記セキュリティ機能を有するセキュリティ文書に機械検出可能なセキュリ
ティ要素として含まれる機械読み取り可能な機能物質は、前記セキュリティ要素を有する
セキュリティ文書の検証に要求される条件を提供することを、検出器又は他の外部補助に
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要求する。
【００４５】
　[045]放射線硬化性ベースコート組成物及び／又は放射線硬化性トップコート組成物中
に含まれる１種又は複数種の機械読み取り可能な機能物質の好ましい範囲は、前記物質に
依存する。例えば、各場合において放射線硬化性ベースコート組成物又は放射線硬化性ト
ップコート組成物の総重量に基づく重量％で、コレステリック液晶顔料は、好ましくは約
５～約３０重量％の量で存在し、ルミネッセンス化合物は、好ましくは約０．１～約５０
重量％の量で存在し、赤外線吸収化合物は、好ましくは約１～約５０重量％の量で存在し
、帯磁性化合物は、好ましくは約５～約７０重量％の量で存在する。
【００４６】
　[046]コレステリック相中の液晶は、その分子の長軸に垂直ならせん高次構造の形態の
分子秩序を呈する。らせん高次構造は、液晶材料全体にわたる周期的な屈折率変調の源で
あり、この屈折率の変調が、今度は光の所定の波長の選択的透過／反射という結果となる
（干渉フィルター効果）。コレステリック液晶ポリマーは、キラル相である１種又は複数
種の架橋性物質（ネマチック化合物）を配向させることによって得られる。コレステリッ
ク液晶材料は、その後、ポリマーを引き続いて所望の粒径に粉砕することによって、コレ
ステリック液晶顔料へと形作られてもよい。用語「顔料」は、ＤＩＮ５５９４３：１９９
３－１１及びＤＩＮ　ＥＮ９７１－１：１９９６－０９に示されている定義に従って理解
されるべきである。顔料は、（染料と反対に）周囲の溶媒に可溶でない粉末又はフレーク
形態の材料である。用語顔料は、フレークも包含する。フレークは、第１及び第２の平行
で平らな表面を有し、これらの表面によって、フレーク全体が、下にある基材又は層及び
他のフレークの表面に対して平行に配向することが可能となる。フレークは、所望のフレ
ークサイズに粉砕されるシートから、縁のみ、すなわち、第１及び第２の表面に垂直な側
面のみが不規則な輪郭となるようにして、典型的に得られる。
【００４７】
　[047]らせん分子配列の独特の状況が、非偏光入射光を、異なる偏光を伴った構成成分
へ、すなわち、らせんの回転の向きによって左らせん又は右らせんに円偏光する反射光へ
と分光する特性を呈するコレステリック液晶材料につながる。ピッチは、特に、温度及び
溶媒濃度を含めた選択可能な要因を変化させること、（１種又は複数種の）キラル構成成
分の性質並びにネマチック及びキラル化合物の比を変えることによって調節することがで
きる。ＵＶ照射の影響下での架橋は、所望のらせん形態を固定することによって、所定の
状態にあるピッチを動かないようにし、その結果、得られるコレステリック液晶材料の色
は、温度等の外部要因にもはや依存しない。人の目は、それが受けた光の偏光状態、例え
ばコレステリック液晶顔料の円偏光効果を検出することができないため、前記偏光状態の
検出には、例えば偏光フィルター等の装置が必要となる。典型的には、観察装置は、一対
の円偏光フィルター、すなわち左円偏光フィルター及び右円偏光フィルターを含む。フィ
ルム並びにコレステリック液晶材料から調製された顔料及びその調製の例は、米国特許第
５２１１８７７号、米国特許第５３６２３１５号及び米国特許第６４２３２４６号並びに
欧州特許出願公開第１２１３３３８号、欧州特許出願公開第１０４６６９２号及び欧州特
許出願公開第０６０１４８３号に開示されており、これらの各開示は、参照によって本明
細書に組み込まれる。コレステリック液晶ポリマーの多層から作製された顔料もまた本発
明に適している場合があり、かかるコレステリック液晶顔料の例は国際公開第２００８／
０００７５５号に開示されており、これは参照によって組み込まれる。放射線硬化性ベー
スコート組成物及び／又は放射線硬化性トップコート組成物中に含まれる１種又は機械読
み取り可能な物質がコレステリック液晶顔料である場合、それらは、左らせん円偏光材料
、右らせん円偏光材料及びこれらの組み合わせ（例えば両らせん円偏光材料）から選択し
てもよい。当業者に公知であるように、コレステリック液晶顔料を含む組成物は、コレス
テリック液晶コーティングによって置き換えられてもよい。
【００４８】
　[048]偏光フィルターの助けを借りてのみ見ることができる又は検出することができる
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準潜在性セキュリティ機能に加えて、コレステリック液晶顔料は、顕在性（すなわち、人
の裸眼で見ることができる）セキュリティ機能として、光学的可変効果、すなわち、視角
を代えることによって目に見える色変化効果を含めた、目に見える光学特性を呈する。本
発明の一実施形態において、機械読み取り可能な機能物質は、その機械読み取り可能なセ
キュリティ機能、すなわち準潜在性又は潜在性セキュリティ機能に加えて、顕在性セキュ
リティ機能（すなわち、人の裸眼で見ることができる）を組み合わせて呈する。上述した
ように、コレステリック液晶顔料の光学的特徴としては、干渉効果が挙げられる。色干渉
効果及び最も強力な色変化効果を生成させる又は現すようにするために、コレステリック
液晶顔料を含む組成物及びそれから作製される層は、吸収性面又はバックグラウンド、好
ましくは十分に暗色の、より好ましくは黒色の面又はバックグラウンドに、直接的に又は
間接的に好ましくは塗布される。用語「吸収性面」は、可視スペクトルの光の少なくとも
一部を吸収する層を指し、好ましくは暗色面、最も好ましくは黒色面を指す。本発明の一
実施形態によれば、本明細書に記載のセキュリティ機能の基材は、吸収性面であり、いか
なる機械又は装置も用いずにコレステリック液晶顔料の色変化特性を視覚的に観察するた
めに、さらなる追加の層又はコーティングは必要とされない。本発明の他の実施形態によ
れば、本明細書に記載されているセキュリティ機能の基材は吸収性層ではなく、したがっ
て、本明細書に記載されているセキュリティ文書は、十分に暗色の、好ましくは黒色の追
加のバックグラウンドを、基材と放射線硬化ベースコートとの間にさらに含む。暗色のバ
ックグラウンドが存在する場合、暗色のバックグラウンドは、放射線硬化性ベースコート
組成物の塗布の前に、基材に塗布される。暗色のバックグラウンドを塗布するために用い
られる典型的なプロセスとしては、限定されるものではないが、インクジェット、オフセ
ット、スクリーン印刷、フレキソ印刷及びロトグラビアが挙げられる。
【００４９】
　[049]ルミネッセンス化合物は、セキュリティ用途において、マーキング材料として広
く用いられている。ルミネッセンス化合物は、無機系（無機母体結晶、若しくはルミネッ
センスイオンがドープされたガラス）、有機系、又は有機金属系（（１つ又は複数の）ル
ミネッセンスイオンと（１つ又は複数の）有機配位子との複合体）物質であってもよい。
ルミネッセンス化合物は、それらに作用するある特定のタイプのエネルギーを吸収し、引
き続いて、この吸収したエネルギーを電磁放射として少なくとも部分的に発することがで
きる。ルミネッセンス化合物は、ある特定の波長の光に曝露して発せられた光を分析する
ことにより、検出される。ダウンコンバートルミネッセンス化合物は、より高周波（より
短い波長）の電磁放射を吸収し、それをより低周波（より長い波長）で少なくとも部分的
に再び発する。アップコンバートルミネッセンス化合物は、より低周波の電磁放射を吸収
し、その一部をより高周波で少なくとも部分的に再び発する。ルミネッセンス材料の発光
は、原子又は分子における励起状態から生じる。かかる励起状態の放射の減衰は、特徴的
な減衰時間を有し、この時間は、材料に依存し、１０－９秒から多様な時間までの範囲に
わたり得る。蛍光及びりん光化合物の両方は、機械読み取り可能な機能の実現に適してい
る。燐光化合物の場合、減衰特徴の測定が、機械読み取り可能な機能として、実行され、
用いられてもよい。顔料形態のルミネッセンス化合物は、インクにおいて幅広く用いられ
てきた（米国特許第６５６５７７０号、国際公開第２００８／０３３０５９号及び国際公
開第２００８／０９２５２２号参照）。ルミネッセンス化合物の例としては、中でも、遷
移金属及び希土類イオンからなる群から選ばれる少なくとも１種のルミネッセンスカチオ
ンがドープされた、非ルミネッセンスカチオンのスルフィド、オキシスルフィド、ホスフ
ェート、バナデート等；国際公開第２００９／００５７３３号又は米国特許第７１０８７
４２号に記載されているもの等の希土類オキシスルフィド及び希土類金属複合体が挙げら
れる。無機化合物材料の例としては、限定されるものではないが、Ｌａ２Ｏ２Ｓ：Ｅｕ、
ＺｎＳｉＯ４：Ｍｎ、及びＹＶＯ４：Ｎｄが挙げられる。
【００５０】
　[050]帯磁性化合物は、セキュリティ用途において、マーキング材料として広く用いら
れており、銀行券印刷の分野において、印刷された通貨に、電子的手段によって容易に感
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知することができる追加の潜在的セキュリティ要素を与えるために、長きにわたって用い
られてきた。帯磁性化合物は、強磁性又はフェリ磁性型の特有の検知可能な磁気的特性を
呈し、永久帯磁性化合物（抗磁力Ｈｃ＞１０００Ａ／ｍの硬帯磁性化合物）及び着磁性化
合物（ＩＥＣ６０４０４－１（２０００）に従って抗磁力Ｈｃ≦１０００Ａ／ｍの軟帯磁
性化合物）が挙げられる。帯磁性化合物の典型例としては、鉄、ニッケル、コバルト、マ
ンガン及びこれらの帯磁性合金、カルボニル鉄、二酸化クロムＣｒＯ２、帯磁性酸化鉄（
例えば、Ｆｅ２Ｏ３、Ｆｅ３Ｏ４）、帯磁性フェライトＭ（ＩＩ）Ｆｅ（ＩＩＩ）２Ｏ４

及びヘキサフェライトＭ（ＩＩ）Ｆｅ（ＩＩＩ）１２Ｏ１９、帯磁性ガーネットＭ（ＩＩ
Ｉ）３Ｆｅ（ＩＩＩ）５Ｏ１２（イットリウム鉄ガーネットＹ３Ｆｅ５Ｏ１２等）、並び
に永久帯磁したこれらの帯磁性同形置換物及び粒子（例えばＣｏＦｅ２Ｏ４）が挙げられ
る。国際公開第２０１０／１１５９８６号に記載されているもののような、他の材料の少
なくとも１つ層により囲まれた（コートされた）帯磁性コア材料を含む帯磁性顔料粒子も
また、本発明に用いてもよい。
【００５１】
　[051]赤外線（ＩＲ）吸収化合物、すなわち、電磁スペクトルの近赤外線（ＮＩＲ）範
囲、最も一般的には７００ｎｍ～２５００ｎｍの波長範囲を吸収する化合物は、印刷され
た文書に、それらの認証の助けとなる追加の潜在的セキュリティ要素を与えるための、セ
キュリティ用途におけるマーキング材料として、広く知られ用いられている。例えば、Ｉ
Ｒ機能は、所定の通貨紙幣を認識しその認証を証明するために、特に通貨紙幣をカラーコ
ピーによって作製された複製から区別するために、銀行及び販売用途における自動通貨処
理設備（現金自動預け払い機、自動販売機等）により用いられる銀行券において実用され
てきた。ＩＲ吸収化合物としては、ＩＲ吸収性無機化合物、協同効果としてＩＲ吸収を示
すＩＲ吸収性原子若しくはイオン又は構成要素を相当量含むガラス、ＩＲ吸収性有機化合
物、及びＩＲ吸収性有機金属化合物（個々のカチオン及び／又は個々の配位子があるいは
両方が一緒になってＩＲ吸収特性を有する、（１つ又は複数の）カチオンと（１つ又は複
数の）有機配位子との複合体）が挙げられる。ＩＲ吸収性化合物の典型例としては、中で
も、カーボンブラック、キノン－ジイモニウム又はアミニウム塩、ポリメチン（例えば、
シアニン、スクアライン、クロコナイン）、フタロシアニン又はナフタロシアニン型（Ｉ
Ｒ吸収性ｐｉ系）ジチオレン、クアテリレンジイミド、金属（例えば、遷移金属又はラン
タニド）ホスフェート、六ホウ化ランタン、インジウムスズ酸化物、ナノ粒子形態のアン
チモンスズ酸化物、及びドープされたスズ（ＩＶ）酸化物（ＳｎＯ４結晶の協同特性）が
挙げられる。遷移元素化合物を含み、その赤外線吸収が遷移元素原子又はイオンのｄ殻内
での電子移動の結果であるＩＲ吸収性化合物、例えば国際公開第２００７／０６０１３３
号に記載されているものも、本発明に使用してもよい。
【００５２】
　[052]本明細書に記載の放射線硬化性ベースコート組成物及び／又は放射線硬化性トッ
プコート組成物は、１種又は複数種のセキュリティ機能物質、好ましくは１種又は複数種
の顕在性セキュリティ機能物質をさらに含んでもよい。例えば、本明細書に記載の放射線
硬化性ベースコート組成物及び放射線硬化性トップコート組成物の両方が、本明細書に記
載の１種又は複数種の機械読み取り可能な機能物質を含み、それらの組成物の一方又は両
方が、１種又は複数種の顕在性セキュリティ機能物質をさらに含む。或いはまた、放射線
硬化性ベースコート組成物及び放射線硬化性トップコート組成物のうちの一方が、１種又
は複数種の機械読み取り可能な機能物質を含み、他方の組成物が、１種又は複数種の顕在
性セキュリティ機能物質を含む。
【００５３】
　[053]本発明に適した顕在性セキュリティ機能物質は、熱の適用、視角の変化又は光条
件の調整によって、可逆的で予想可能で再現可能な様式で外見が変化する。好ましくは、
１種又は複数種の顕在性セキュリティ機能物質は、真珠光沢顔料、薄膜干渉顔料、帯磁性
又は着磁性薄膜干渉顔料、干渉層がコートされた粒子、ホログラフィック顔料、サーモク
ロミック顔料、フォトクロミック顔料、メタメリック材料、及びこれらの混合物からなる
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群から選択される。より好ましくは、１種又は複数種の顕在性セキュリティ機能物質は、
真珠光沢顔料、薄膜干渉顔料、帯磁性又は着磁性薄膜干渉顔料、メタメリック材料、及び
これらの混合物からなる群から選択される。放射線硬化性ベースコート組成物又は放射線
硬化性トップコート組成物中に存在する場合、１種又は複数種のセキュリティ機能物質は
、独立して、放射線硬化性ベースコート組成物又は放射線硬化性トップコート組成物の総
重量に基づく重量％で約５～約３０重量％の量で好ましくは存在する。本明細書に記載の
放射線硬化性ベースコート組成物及び／又は放射線硬化性トップコート組成物は、１種又
は複数種のタガント及び／又はフォレンジックマーカーをさらに含んでもよい。
【００５４】
　[054]本発明の一実施形態によれば、本明細書に記載の放射線硬化性ベースコート組成
物及び放射線硬化性トップコート組成物は、メタメリックインクである。メタメリックイ
ンクペアの使用は、偽造及び違法複製の企てに対する防御の追加的な方針として用いられ
てもよく、容易且つ速やかに検証することができる、目に見える良好なセキュリティ印刷
要素である。セキュリティ文書における耐偽造機能又はセキュリティ装置としてのメタメ
リックインクの使用は、英国特許出願公開第１４０７０６５号にも記載されている。メタ
メリックインクは、一組の照明及び／又は観察条件のもとで同一に見えるように配合され
るが、観察される色に影響する任意の要因が変化したときには一致せずに異なる色として
見える、インクのペアからなる。メタメリックインクの例は、２つの構成成分の系（すな
わち、放射線硬化ベースコート及び放射線硬化トップコート）からなり、一方は光学的に
可変なインクから作製され、他方は色が一定のインク（すなわち、一定反射の材料）から
作製され、光学的に可変な構成成分及び色が一定の構成成分は、ある角度では一致した色
を有し、他の全ての角度では異なる色を有する。メタメリックインクの他の例は、２つの
構成成分（すなわち、放射線硬化ベースコート及び放射線硬化トップコート）の系からな
り、一方は光学的に可変なインクから作製され、他方は別の光学的に可変なインクから作
製され、光学的に可変な構成成分は、ある入射角では一致した色を有し、他の全ての角度
では異なる色を有する。メタメリックインクの他の例は、２つの構成成分（すなわち、放
射線硬化ベースコート及び放射線硬化トップコート）の系からなり、それら構成成分は、
特定の光条件下で観察すると同一色であるように見えるが、別の光条件下で観察すると異
なる色を有するように見え、その結果、一方の構成成分が他方から区別される。
【００５５】
　[055]本明細書に記載の放射線硬化性ベースコート組成物及び放射線硬化性トップコー
ト組成物は、存在する場合には１種又は複数種のセキュリティ機能物質、存在する場合に
は１種又は複数種の機械読み取り可能な機能物質、及び存在する場合には１種又は複数種
の添加剤を、バインダー化合物及び任意選択の第２のバインダー化合物の存在下で分散又
は混合し、それにより液状又はペースト状のインクを形成することによって調製してもよ
い。１種又は複数種の光開始剤が、全ての他の成分の分散若しくは混合ステップ中のいず
れかで組成物に添加されてもよく、又は後工程で、すなわち液状又はペースト状のインク
の形成後に添加されてもよい。バインダー化合物及び添加剤は、当分野で公知ものから典
型的には選ばれ、ベースコートを基材に塗布するのに用いられるコーティング又は印刷プ
ロセスに依存する。
【００５６】
　[056]本明細書に記載の放射線硬化性ベースコート組成物は、インクジェット、オフセ
ット、スクリーン印刷、フレキソ印刷及びロトグラビアからなる群から選択されるコーテ
ィング又は印刷方法によって、本明細書に記載の基材に塗布され、スクリーン印刷、フレ
キソ印刷及びロトグラビアがより好ましく、ロトグラビアがより一層好ましい。当業者に
公知のように、インクジェット及びオフセット印刷は、大きな粒径を有する顔料及び／又
は粒子を含む組成物を塗布するためには用いることができない。本明細書に記載の放射線
硬化性トップコート組成物は、スクリーン印刷、フレキソ印刷及びロトグラビアからなる
群から選択される方法によって、放射線硬化ベースコートに塗布される。好ましくは、本
明細書に記載の放射線硬化性トップコート組成物は、ロトグラビアによって塗布される。
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【００５７】
　[057]当業者に公知のように、用語ロトグラビアは、例えば「Ｈａｎｄｂｏｏｋ　ｏｆ
　ｐｒｉｎｔ　ｍｅｄｉａ」、Ｈｅｌｍｕｔ　Ｋｉｐｐｈａｎ、Ｓｐｒｉｎｇｅｒ編、４
８頁に記載されている印刷方法を指す。ロトグラビアは、画像要素がシリンダーの表面へ
彫り込まれる印刷方法である。画像のない領域は、元の高さで一定である。印刷に先立ち
、印刷版全体（非印刷要素及び印刷要素）は、インクがつけられ、インクで覆われる。イ
ンクは、印刷前にワイパー又はブレードによって非画像部から除去されて、その結果、イ
ンクがセル内にのみ残る。画像は、典型的には２～４バールの範囲の圧力で、基材とイン
クとの間の接着力によって、セルから基材へ転写される。用語ロトグラビアは、例えば異
なるタイプのインクによる凹版印刷法（当分野では、エングレービング鋼鉄型又は銅版印
刷法とも言われる）を包含しない。典型的には、凹版印刷法に適したインクは、４０℃及
び１０００ｓ－１で５～６０Ｐａ・ｓの範囲の粘度を有するのに対し、ロトグラビア印刷
に適したインクは、低粘度インク、すなわち、ＤＩＮ５３２１１－４ｍｍに従って室温で
１５～１１０ｓの範囲の粘度（約５～５０ｍＰａ・ｓの範囲に対応する）である。
【００５８】
　[058]本発明の一実施形態によれば、触知可能なパターンを含むセキュリティ機能を製
作する方法は、
　ｉ）スクリーン印刷、フレキソ印刷及びロトグラビアからなる群から好ましくは選択さ
れるコーティング又は印刷方法により、より好ましくはロトグラビアにより、本明細書に
記載の基材に、コレステリック液晶顔料、ルミネッセンス化合物、赤外線吸収化合物、帯
磁性化合物及びこれらの混合物からなる群から選択される１種又は複数種の機械読み取り
可能な機能物質を含む放射線硬化性ベースコート組成物、例えば本明細書に記載されてい
るものを塗布するステップ、
　ｉｉ）前記放射線硬化性ベースコート組成物を少なくとも部分的に又は全体的に放射線
硬化させて、放射線硬化ベースコートを形成するステップ、
　ｉｉｉ）スクリーン印刷、フレキソ印刷及びロトグラビアからなる群から選択されるコ
ーティング又は印刷方法により、好ましくはロトグラビアにより、ステップｉｉ）で得ら
れた放射線硬化ベースコートに、放射線硬化性トップコート組成物、例えば本明細書に記
載されているものを、証印の形態に塗布するステップ（好ましくは、放射線硬化性トップ
コート組成物は、真珠光沢顔料、薄膜干渉顔料、帯磁性又は着磁性薄膜干渉顔料、干渉層
がコートされた粒子、ホログラフィック顔料、サーモクロミック顔料、フォトクロミック
顔料、メタメリック材料、及びこれらの混合物からなる群から選択される１種又は複数種
の顕在性セキュリティ機能物質を含む）、
　ｉｖ）放射線硬化性トップコート組成物を放射線硬化させて、放射線硬化トップコート
を形成するステップ
を含み、
　放射線硬化ベースコートが、放射線硬化トップコートの表面エネルギーよりも、少なく
とも１５ｍＮ／ｍ、好ましくは少なくとも２０ｍＮ／ｍ、より好ましくは１５～３５ｍＮ
／ｍ低い表面エネルギーを有する。
【００５９】
　[059]本発明の他の実施形態によれば、触知可能なパターンを含むセキュリティ機能を
製作する方法は、
　ｉ）スクリーン印刷、フレキソ印刷及びロトグラビアからなる群から好ましくは選択さ
れるコーティング又は印刷方法により、より好ましくはロトグラビアにより、本明細書に
記載の基材に、放射線硬化性ベースコート組成物、例えば本明細書に記載されているもの
を塗布するステップ（好ましくは、放射線硬化性ベースコート組成物は、真珠光沢顔料、
薄膜干渉顔料、帯磁性又は着磁性薄膜干渉顔料、干渉層がコートされた粒子、ホログラフ
ィック顔料、サーモクロミック顔料、フォトクロミック顔料、メタメリック材料、及びこ
れらの混合物からなる群から選択される１種又は複数種の顕在性セキュリティ機能物質を
含む）、
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　ｉｉ）前記放射線硬化性ベースコート組成物を少なくとも部分的に又は全体的に放射線
硬化させて、放射線硬化ベースコートを形成するステップ、
　ｉｉｉ）スクリーン印刷、フレキソ印刷及びロトグラビアからなる群から選択されるコ
ーティング又は印刷方法により、好ましくはロトグラビアにより、ステップｉｉ）で得ら
れた放射線硬化ベースコートに、コレステリック液晶顔料、ルミネッセンス化合物、赤外
線吸収化合物、帯磁性化合物及びこれらの混合物からなる群から選択される１種又は複数
種の機械読み取り可能な機能物質を含む放射線硬化性トップコート組成物を、証印の形態
に塗布するステップ、
　ｉｖ）放射線硬化性トップコート組成物を放射線硬化させて、放射線硬化トップコート
を形成するステップ
を含み、
　放射線硬化ベースコートが、放射線硬化トップコートの表面エネルギーよりも、少なく
とも１５ｍＮ／ｍ、好ましくは少なくとも２０ｍＮ／ｍ、より好ましくは１５～３５ｍＮ
／ｍ低い表面エネルギーを有する。
【００６０】
　[060]本発明の他の実施形態によれば、触知可能なパターンを含むセキュリティ機能を
製作する方法は、
　ｉ）スクリーン印刷、フレキソ印刷及びロトグラビアからなる群から好ましくは選択さ
れるコーティング又は印刷方法により、より好ましくはロトグラビアにより、本明細書に
記載の基材に、放射線硬化性ベースコート組成物、例えば、コレステリック液晶顔料、ル
ミネッセンス化合物、赤外線吸収化合物、帯磁性化合物及びこれらの混合物からなる群か
ら選択される１種又は複数種の機械読み取り可能な機能物質を含む本明細書に記載されて
いるものを塗布するステップ、
　ｉｉ）前記放射線硬化性ベースコート組成物を少なくとも部分的に又は全体的に放射線
硬化させて、放射線硬化ベースコートを形成するステップ、
　ｉｉｉ）スクリーン印刷、フレキソ印刷及びロトグラビアからなる群から選択されるコ
ーティング又は印刷方法により、好ましくはロトグラビアにより、ステップｉｉ）で得ら
れた放射線硬化ベースコートに、コレステリック液晶顔料、ルミネッセンス化合物、赤外
線吸収化合物、帯磁性化合物及びこれらの混合物からなる群から選択される１種又は複数
種の機械読み取り可能な機能物質を含む放射線硬化性トップコート組成物、例えば本明細
書に記載されているものを、証印の形態に塗布するステップ、
　ｉｖ）放射線硬化性トップコート組成物を放射線硬化させて、放射線硬化トップコート
を形成するステップ
を含み、
　放射線硬化ベースコートが、放射線硬化トップコートの表面エネルギーよりも、少なく
とも１５ｍＮ／ｍ、好ましくは少なくとも２０ｍＮ／ｍ、より好ましくは１５～３５ｍＮ
／ｍ低い表面エネルギーを有し、
　放射線硬化性ベースコート組成物及び放射線硬化性トップコート組成物中に含まれる１
種又は複数種の機械読み取り可能な機能物質は、化学的観点において同じであってもよい
が、好ましくは特定の設備の使用により認証される目には見えない識別特性の点において
、異なる。例えば、放射線硬化性ベースコート組成物及び放射線硬化性トップコート組成
物中に含まれる１種又は複数種の機械読み取り可能な機能物質が、本明細書に記載のコレ
ステリック液晶顔料である場合、これらの物質は、偏光の点において異なってもよく、コ
レステリック液晶顔料の一方のタイプは左らせん材料にあり且つコレステリック液晶顔料
の他方のタイプは右らせん材料にあり、又は、コレステリック液晶顔料の一方のタイプは
左らせん材料にあり且つコレステリック液晶顔料の他方のタイプは右らせん材料と左らせ
ん材料との混合物にあり、又は、コレステリック液晶顔料の一方のタイプは右らせん材料
にあり且つコレステリック液晶顔料の他方のタイプは右らせん材料と左らせん材料との混
合物にある。これらの場合、両方の材料は、それらが同じ色変化特性を呈するが円偏光フ
ィルターの使用を介して認識され得るならば、通常の照明条件の下で同じ外見を示しても
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よい。
【００６１】
　[061]１種又は複数種の機械読み取り可能な機能物質が、証印の形態の放射線硬化トッ
プコートに含まれる場合、触知可能なパターンは、機械検出可能な特徴をさらに呈し、し
たがって、このような場合、触知により読み取り可能な特徴を、機械読み取り可能な機能
物質と有利に組み合わせた証印を含む、セキュリティ機能を製作する本明細書に記載の方
法は、触知により認知可能な機能と半潜在性又は潜在性機能との組み合わせに起因して、
強力に改善された偽造証明性を呈する。
【００６２】
　[062]本発明の他の実施形態によれば、本発明の機械読み取り可能で触知可能なパター
ンを含むセキュリティ機能を製作する方法、及びかかる方法から得られるセキュリティ文
書は、放射線硬化ベースコート及び放射線硬化トップコートを含んで組み合わせ、
　ａ）放射線硬化ベースコートは、真珠光沢顔料、薄膜干渉顔料、帯磁性又は着磁性薄膜
干渉顔料、及びこれらの混合物からなる群から選択される１種又は複数種の顕在性セキュ
リティ機能物質、好ましくは約５～約３０重量％の量；上記のバインダー化合物、好まし
くは約２０～約８５重量％の量；任意選択で上記の第２のバインダー化合物、並びに；１
種又は複数種の上記の光開始剤、好ましくは約１～１５重量％の量；及び任意選択で１種
又は複数種の上記の添加剤を含む、放射線硬化性ベースコート組成物（重量％は、放射線
硬化性ベースコート組成物の総重量に基づく）から作製され、
　ｂ）放射線硬化トップコートは、コレステリック液晶顔料、例えば上記のものからなる
群から選択される１種又は複数種の機械読み取り可能な機能物質、好ましくは約５～約３
０重量％の量；上記のバインダー化合物、好ましくは約２０～約８５重量％の量；任意選
択で上記の第２のバインダー化合物、並びに存在する場合；１種又は複数種の上記の光開
始剤、好ましくは約１～約１５重量％の量；及び任意選択で１種又は複数種の上記の添加
剤を含む、放射線硬化性トップコート組成物（重量％は、放射線硬化性トップコート組成
物の総重量に基づく）から作製される。
【００６３】
　[063]本発明の他の実施形態によれば、本発明の機械読み取り可能で触知可能なパター
ンを含むセキュリティ機能を製作する方法、及びかかる方法から得られるセキュリティ文
書は、放射線硬化ベースコート及び放射線硬化トップコートを含んで組み合わせ、
　ａ）放射線硬化ベースコートは、真珠光沢顔料、薄膜干渉顔料、帯磁性又は着磁性薄膜
干渉顔料、及びこれらの混合物からなる群から選択される１種又は複数種の顕在性セキュ
リティ機能物質、例えば上記のもの、好ましくは約５～約３０重量％の量；上記のバイン
ダー化合物、好ましくは約２０～約８５重量％の量；任意選択で上記の第２のバインダー
化合物、並びに存在する場合；１種又は複数種の上記の光開始剤、好ましくは約１～約１
５重量％の量；及びに任意選択で１種又は複数種の上記の添加剤を含む、放射線硬化性ベ
ースコート組成物（重量％は、ベースコート組成物の総重量に基づく）から作製され、
　ｂ）放射線硬化トップコートは、ルミネッセンス化合物、例えば上記のものからなる群
から選択される１種又は複数種の機械読み取り可能な機能物質、好ましくは約０．１～約
５０重量％の量；上記のバインダー化合物、好ましくは約２０～約８５重量％の量；任意
選択で上記の第２のバインダー化合物、並びに；１種又は複数種の上記の光開始剤、好ま
しくは約１～約１５重量％の量；及び任意選択で１種又は複数種の上記の添加剤を含む、
放射線硬化性トップコート組成物（重量％は、放射線硬化性トップコート組成物の総重量
に基づく）から作製される。
【００６４】
　[064]本発明の他の実施形態によれば、本発明の機械読み取り可能で触知可能なパター
ンを含むセキュリティ機能を製作する方法、及びかかる方法から得られるセキュリティ文
書は、放射線硬化ベースコート及び放射線硬化トップコートを含んで組み合わせ、
　ａ）放射線硬化ベースコートは、コレステリック液晶顔料、例えば上記のものからなる
群から選択される１種又は複数種のセキュリティ機能物質、好ましくは約５～約３０重量
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記の第２のバインダー化合物、並びに；１種又は複数種の上記の光開始剤、好ましくは約
１～約１５重量％の量；及び任意選択で１種又は複数種の上記の添加剤を含む、放射線硬
化性ベースコート組成物（重量％は、ベースコート組成物の総重量に基づく）から作製さ
れ、
　ｂ）放射線硬化トップコートは、コレステリック液晶顔料からなる群から選択される１
種又は複数種の機械読み取り可能な機能物質、好ましくは約５～約３０重量％の量；上記
のバインダー化合物、好ましくは約２０～約８５重量％の量；任意選択で上記の第２のバ
インダー化合物、並びに；１種又は複数種の上記の光開始剤、好ましくは約１～約１５重
量％の量；及び任意選択で１種又は複数種の上記の添加剤を含む、放射線硬化性トップコ
ート組成物（重量％は、放射線硬化性トップコート組成物の総重量に基づく）から作製さ
れる。上記したように、上記の放射線硬化性ベースコート組成物及び放射線硬化性トップ
コート組成物中に含まれるコレステリック液晶顔料は、機械読み取り性の特徴の点では差
異を呈してもよく、例えば、それらのコレステリック液晶顔料は、同一の又は異なる色変
化特性、すなわち類似の又は同一の顕在的特性を呈するが、異なる偏光を呈してもよい。
【００６５】
　[065]本発明の他の実施形態によれば、本発明の機械読み取り可能で触知可能なパター
ンを含むセキュリティ機能を製作する方法、及びかかる方法から得られるセキュリティ文
書は、放射線硬化ベースコート及び放射線硬化トップコートを含んで組み合わせ、
　ａ）放射線硬化ベースコートは、コレステリック液晶顔料からなる群から選択される１
種又は複数種の機械読み取り可能な機能物質、好ましくは約５～約３０重量％の量；上記
のバインダー化合物、好ましくは約２０～約８５重量％の量；任意選択で上記の第２のバ
インダー化合物、並びに１種又は複数種の上記の光開始剤、好ましくは約１～約１５重量
％の量；及び任意選択で１種又は複数種の上記の添加剤を含む、放射線硬化性ベースコー
ト組成物（重量％は、放射線硬化性ベースコート組成物の総重量に基づく）から作製され
、
　ｂ）放射線硬化トップコートは、ルミネッセンス化合物、例えば上記のものからなる群
から選択される１種又は機械読み取り可能な機能物質、好ましくは約０．１～約５０重量
％の量；上記のバインダー化合物、好ましくは約２０～約８５重量％の量；任意選択で上
記の第２のバインダー化合物、並びに；１種又は複数種の上記の光開始剤、好ましくは約
１～約１５重量％の量；及び任意選択で１種又は複数種の上記の添加剤を含む、放射線硬
化性トップコート組成物（重量％は、放射線硬化性トップコート組成物の総重量に基づく
）から作製される。
【００６６】
　[066]上に記載したように、本発明は、偽造又は不正行為に対するセキュリティ文書の
保護のための、本明細書に記載のセキュリティ機能の使用、及び本明細書に記載のセキュ
リティ機能を有するセキュリティ文書をさらに提供する。
【実施例】
【００６７】
　[067]以下、非限定的な例に関して、本発明をより詳細に説明する。
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【表１】

【表２】

【表３】

【００６８】
　[068]表１～３に記載の成分を混合することによって、ＵＶ硬化性ベースコート組成物
２５０ｇ及びＵＶ硬化性トップコート組成物２５０ｇを調製した。分散プロペラ（ステン
レス鋼、半径４．０ｃｍ）を用いて、２０００ｒｐｍの速度で１０分間にわたって、室温
で混合を行った。
【００６９】
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　[069]５０ｍ／分の速度のロトグラビア（ＴＥＳＴＡＣＯＬＯＲ　ＦＴＭ－１４５、Ｎ
ｏｒｂｅｒｔ　Ｓｃｈｌａｆｌｉ　Ｅｎｇｌｅｒ　Ｍａｓｃｈｉｎｅｎにより販売、以下
の特徴を有するシリンダーを含む：ケミカルエングレービング、４５ｌ／ｃｍ、７０～８
０μｍ）によって、長方形パターンの形態のベースコートを形成するように、ＵＶ硬化性
ベースコート組成物を、紙基材（Ｇａｓｃｏｇｎｅｓ　Ｌａｍｉｎａｔｅｓにより供給）
に塗布した。
【００７０】
　[070]標準水銀ＵＶランプ（Ｈｇ－Ｍ－２５０－ＮＡ－Ｂ）及び鉄ドープＵＶランプ（
Ｈｇ－Ｍ－２５０－ＮＡ－２）を含むオフラインＵＶ乾燥機（ＩＳＴにより供給）を、出
力８０％、コンベヤー速度１００ｍ／分で用いた、ベースコート組成物のＵＶ硬化ステッ
プの後、ベースコートにＵＶ硬化性トップコート組成物を塗布した。ロトグラビア（ＴＥ
ＳＴＡＣＯＬＯＲ　ＦＴＭ－１４５、Ｎｏｒｂｅｒｔ　Ｓｃｈｌａｆｌｉ　Ｅｎｇｌｅｒ
　Ｍａｓｃｈｉｎｅｎにより販売、以下の特徴を有するシリンダーを含む：ケミカルエン
グレービング、５５ｌ／ｃｍ、６０μｍ）によって、証印の形態のトップコートを形成す
るように、ＵＶ硬化性トップコート組成物を、ＵＶ硬化ベースコートに塗布し、上記のも
のと同じ機械を用いてＵＶ硬化させた。
【００７１】
　[071]Ｋｒｕｓｓ　ＤＳＡ１００計器を用い、標準液滴配列を用いた静的接触角測定か
ら、放射線硬化トップコート及び放射線硬化ベースコートの表面エネルギーを求めた。放
射線硬化トップコート及び放射線硬化ベースコート上に付着させた水、エチレングリコー
ル及びジヨードメタンの接触角を測定して、表面エネルギーを求めた。全ての測定は、２
２℃、相対湿度１６％で行なった。表４に示した接触角は、３回の測定の平均値からなる
。接触角は、水及びエチレングリコールについては３．０μＬ、ジヨードメタンについて
は１．５μＬの一定の液滴体積にて求めた。
【００７２】
　[072]表面エネルギーは、オーウェン－ウェンツ－ラベル－カエルベ（ＯＷＲＫ）理論
を用いることによって計算した。結果を表４に示す。
【表４】

【００７３】
　[073]表１及び表２に記載のＵＶ硬化性ベースコート組成物及びＵＶ硬化性トップコー
ト組成物を印刷により紙基材に塗布した後、印刷された基材を傾けると、ピンク色から緑
色の強くて光沢のある色変化が観察された。色変化はベースコートによって得られた。な
ぜならば、コレステリック液晶顔料を含有するトップコートは、目視観察すると透明であ
るためである。しかしながら、印刷された基材上の触知可能な効果を触れた感覚によって
感じ取ったとき、かかる効果は、印刷された基材をより詳細に分析するよう、観察者を誘
導した。左円偏光子及び右円偏光子を含む光学観察装置を使用することによって、ＵＶ硬
化性トップコート組成物から作製された証印の形態のトップコートは、左円偏光子を通っ
てのみ現れた。
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